




























































































































































































































































































































































































3，3 3，2 3．1 3．1
検挙欄の下段の（）は，1973年を100とした指数である。
　　　　　　　表6　刑法犯少年の年齢層別補導人員の推移 （昭和43～52年）（人）





































































































































































































































































死亡率順位 ?????????????????? ? ?? ? ?
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　　　　　L死亡率　順位　死亡率　順位




































































































































































































学 入　試　を　苦　に 354．4 28 7
入試に失敗して 253．2 21 4
業 進学（路）問題に悩み 202．6 15 5
学校がき　らいで 202611 9?
学友　と　の　不　和 111．4 5 6
宿　題　が　で　き　ず 7 0．9 5 2
題 先生にしからられて 3 0．4 3 0










































































































































































昭和年 47 48 49 50 51

















































































































































































区分　轍1 1973 ・974　1 ・975　1 ・976　1 1977
総　　　数 45，902 46，822 52，216 54，591 55，385
（100） （102） （114） （119） （121）
?
25，590 25，169 27，947 27，420 26，619
（100） （98） （109） （107） （104）
?
20，312 21，653 24，269 27，171 28，766









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日　　本 88．2 11．0 O．　5
アメリカ 98．0 L5　0．5
イギリス 95．8 3．9　0．3




































































































































































































































































































































昭和30年　　　35 40 45 50　　』54
5）　自殺未遂者は，はっきりした統計はとりにくいが，逆に女性が圧倒的に多いともいわれている。
6＞わが国の青年男女に最近友だち，特に異性の友だちを持たないものが多い点は注目されてきた。図は
　総理府が1971年にギヤラップ加盟の各国の調査機官に依頼して11ケ国の青年（18歳～24歳）を対象に
　行った面接による意識調査の結果である。また柏熊岬二氏の20歳の青年を調査した結果（東京都杉並
　区）では，大学生男子の27％，女子の16％，勤労青年男子の31％，女子の22％が「心の通う親友」
　はいないと答え，いずれも男子の方に持たないものが多くなっている。ペトロフスキー編「発達・教育
　心理学」などにもみられるように一般に神経が鋭敏なため，女性に友入が少ない傾向があると昔からい
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心をうちあけて話せる友人の有無
　われてきたのに，この点も注目される。なお日本青年の友人関係の分析は，拙稿「進学教育と青年期」
　（雑誌教育1977年7月号），及び「能力別高校教育の前途」（同1979年5月号）でしているので，ここで
　はふれない。
7）　デユルケームの法則によれば，自殺率には次のような等式がなりたつという。
　　子持ち既婚者く既婚者く未婚者
　　すなわち愛情の対象の存在が自殺を防止する。しかしすべての法則には例外があるのたとえのように，
　早婚はかえって男性の自殺率を高めるともいう。なおわが国の親子関係，特に母子関係の濃密性の研究
　には，高橋恵子「依存性の発達的研究」（教育心理学研究）等がある。またこの点については，朝日新聞
　「ニッポン教育談議」に登場した外国人51人のほとんどが指摘しているという　（朝日新聞「ニッポン教
　育談議」祖父江孝男「まとめ」1979年8月11日参照）。またわが国には独特の心中事件が多発している
　のもその現われといえる。たとえば79年9月27日には心中事件が3件もあったことを，たいていの新
　聞が特にとりあげていた。
8）　ペトロフスキー編「発達・教育心理学」（柴田義松訳・新読書社）
9）　たとえばIvan　Illich「Deschooling　Societyj；Everett　Reimer「School　is　Dead」；Paul　Goodman
　「Compulsory　Miseducation」等。
10）ハワイ大学の調査は，1974年，明治大学のは教職課程事務室の協力のもとに1979年6月20日に行っ
　たものである。なおハワイ大学の少し詳しい報告は，拙稿「アメリカの青年の恋愛・セックス・結婚へ
　の構え」青年心理1977年6号（金子書房）を参照されたい。
　　また明大調査は，農　工学部の2年生主体であったこと，したがつて特に女子学生の少ないこと等は
　残念であるが，今後他学部，他大学でも行って比較したい。なお同じような調査では日本大学芸術学部
　ジャーナリズム・コースの手で行われた調査がある。それによると同大法，理工，歯，医，芸術など五学
　部学生524人（うち女子157人）のうち，性体験「ある」が，平均42％（男49％，女26％）で，初体
　験，男，高校時代45％，大学43％，女，高校24％，大学71％となっている（読売新聞，1979年6月21
　日）。
11）　わが国の青年に異性の友達を持つものが他国にくらべて少ないことは，既に注6）でふれた。そして
　この傾向は特に男性に強い。この点からもこの問題に進学競争の影響が大きいとみてよかろう。明大調
　査でも，「まだこれから」とか「機会がなかった」などのことばが欄外に幾つか書きこまれていたこと
　は，欲しつつもままならなかった彼らの過去をよく現わしているものと思われ，特に印象的であった。
12）　日本青少年研究所が日米の3千人（日木ユ573人，米国1525人）を越す高校3年生を対象に行った調
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査結果（1978年5月）によると，日本の高校生はアメリカの高校生より長い時間勉強するが，学校生活
をあまり楽しいものとは思っておらず，将来何をするのかについて迷っている生徒も多いという結果に
なっている。たとえば「一番楽しい時間」についての統計結果の比較を示すと，次のようになっている。
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一番楽しい時間の日米比較（赤旗）
鵬．??????????
13）　1978年度の東大新入生アンケートでも自民党支持倍増，共産党支持激減の保守化傾向は変らず，支持
　政党なしは41％となっている。また自治会活動をやってみたい’という答えが，前年の2．2％から更に
　Z4％に減っている。明大ゼミの政治意識調査でも　（対象都内大学生500人）前年の社会，自民の政党
　支持1，2位の順番が自民社会の順位に逆転，共産党支持も激減，支持政党なしが56％と，東大調査
　の傾向をほぼうらづけている僻旧新聞「低調の全学連大会」1979年8月13日）。
14）朝日新聞1979年8月13日，同上。
15）　朝日新聞「天声人語」（1978年4月9日）。たとえば学校恐怖症（登校拒否）については，次のような
　興味ある研究・調査もある。臨床専門家の山崎道子氏は，小中学生の神経症登校拒否児（いわゆる学校
　恐怖症児）23例を発生原因によって，次のようなA，B，　Cの三群にわけている。　A群とは，過保護の
　ため依存的で単独では社会に適応できないため，極めて早い時期から登校拒否が断続的にはじまる型で，
　女の子に多い％B群は，ある時期まで学校生活に適応し，知能・学業ともにむしろ上位。親の期待感高
　く，多少過保護的。感受性強く，葛藤が多い。学校生活の中で急に成績が落ちるとか，学級委員に任命
　されるとか，何らかの心理的負担が生じた時に，それから逃避という形で，登校拒否がはじまる型で，
　登校拒否に対する葛藤がきわめて強い。C群は，過保護的で，特に父親の役割の欠陥がめだち，知能，
　学力ともに低く，極めて受動的で幼稚である。男の子に多い。この分類にしたがえば23例はA群5，B
　群14，C群4と分類された。　B群が14例で圧倒的に多く，そのうち男の子が12例も占めていた点が
　まず注目される。次に山崎氏は，これら23例の原因を，関係した親，教師，ソシャルワーカの三者がそ
　れぞれどう考えていたかを比較している。その結果によると，A群では主な原因が子どもと家庭に，　C群
　では子ども自身にあるとしている点で，三者間にほとんどずれ述みられなかった。ところがB群では，
　親は学校に原因があるとみている者が一番多く，一方教師には家庭に原因を求める者が一番多く，両者の
　見方はあきらかに逆になっていた。いちおう最も客観的（？）とみられるワーカの見方は，家庭学校，
　子どもの順になっていたが，その数的差は極めて少なかった。そして三者とも原因不明としたものがB
　群のみにあり，それぞれ親4例，教師3例，ワーカー4例もあった（前述のように本人や親ばかりでは
　なく，その道の専門家の教師やワーカー達にも容易には解らない場合があることも注目される）。そして
一58一
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　家庭の原因としては，教師には親の過保護（「父親の権威の欠如」を含む）をあげる者が多く，ワーカー
　は過保護と過期待をあげている。子ども自身の原因としては，親は身体疾患からの身体への不安とわが
　ままをあげ，教師とワーカーは緊張感の強いこと，気力に乏しいこと，身体の不安をあげていた。また
　学校の問題点としては，親には教師の厳格さや思いやりのなさをあげる者が多く，学級委員に選ばれた
　ことをあげている者もあった。ワーカーは．担任教師と子どもとの緊張関係と，時に学級委員に選ばれ
　たことがそれを倍加させていることがあること，及び交友関係の緊張もあげていた。次に登校拒否前の
　担任教師と14人の子どもとの人間関係をあげれば，良好7例，悪い7例で，数的にはちょうどその関係
　は，フィフティ・フィフティになっていた。ところで永瀬純三氏によると，登校拒否児たちの訴えの中
　には，学校生活に関するものが少なくなく，授業に関しては「宿題を忘れて叱られる」「テストの成績が
　よくない」「わからないのに指名される」「先生がこわい」「できないと友達がバカにする」などが多くあ
　げられるという。しかしこれらの訴えには，ほとんどの場合，客観的根拠は全くなくという。つまり専
　ら子どもの方が強くそう思いこんでいるという心理的事実だけが，真実であるというのである。しかし
　それが子どもの側の一方的な意識過剰であるにしても，登校拒否をしているのはその意識過剰を起こし
　ている，子どもであることにはちがいない。次のような調査結果は，その意識過剰がむしろ進学校に現
　われやすいことを示しているともいえようか？　今井五郎氏は東京都内の20高校（普通高校15校，職
　業高校5校，生徒数17，090名）を入試成績頂にa，b，　c，　d群に分けて学校恐怖症型（知能・学力・身
　体面で問題なく，登校意欲と休むことへの罪悪感があり，家に閉じこもる傾向のあるもの）の出現率を
　調査している。それによるとエリートの集まりであるa群高校とその他のb，c，　d群高校では，無気
　力型（学習意欲なし，成績不良，登校を嫌い，きまりを守らない）と学校恐怖症型の出現率が逆の傾向を
　示しており，学校恐怖症型がa校に多く，逆にb，c，d校に無気力型の出現が多くなっている。「学校差
　と登校拒否のタイプとの関係を考えてみる上で，はなはだ興味あることである」と指摘している。ところ
　でこれと関連して次のような興味ある研究もある。高校教育研究会と福武書店が，北海道，東京などの九
　県の一流進学高校9校の生徒4，582人（1年～3年）を対象に，自分の現在の成績に満足しているかど
　うかを調査している（1979年）。調査対象の4割近くは，小・中学時代はクラスのトップ。「クラスで4－
　5番目」まで入れると，実に全体の6割をこすという「人もうらやむ」一流進学高校の話である。それ
　によるとそんな「秀才jたちが，自分の成績について「とても」と「かなり」の満足をあわせても，満
　足しているものは4，7％しかなく，逆に「とても」と「かなり」の不満足表明者が53，7％と半数を超え
　ていた。「小・中学生時代は秀才のほまれが高かったからであろう。現在の成績に屈辱感が大きいのか，
　成績への満足感は極めて低い」と指摘している。また中学生になったころを「しあわせ」と感じていた
　生徒は，66。2％あり，大学生になるころにはしあわせになるだろうと答えたものもほぼ同数の66．　1％あ
　った。ところが現在をしあわせと思っている者は，46％，しかも学年があがるにつれてしあわせ感はう
　すれ，学業成績がトップクラスの生徒ほど当然ながらしあわせを感じる割合が高くなっていたという。
　　参考文献：小泉英二編著「登校拒否」（学事出版），現代のエスプリNo．139．（至文堂）。
16）　国民生活白書によると，核家族世帯は1955年には，1037万世帯が，75年には，2007万世帯に急増。1
　世帯あたりの人員は4・　97人から，3・44人に急減している。両親をひけば1．44入，子ども2人いれば，
　もう既に平均より多い，ということになっている。
17）　週刊新潮「新聞閲覧室」1979年2月8日号。
18）　「家庭と教育」NHK放送世論調査所，1977年3月。対象は全国20歳以上の男女5，400人（有効解答
　率75．7％）。なおその分析は，赤旗，「教育を考える　　現代父親論」（1978年7月5日，6日）に詳し
　い。たとえばこの戦後世代の20歳前半の急下降が，その世代の人たちが子どもの頃「高度経済成長」時
　代であったことと関係があるとして，東京大学の松原治郎教授は次のように分析している。「戦後の民法
　改定を基軸にして古い『家』制度が否定され，民主化のもとに新しい教育がなされてきた。そして，そ
　れが55年（昭和30年）代のいわゆる『高度経済成長』による消費支出の増大，生活の洋風化など生活様
　式の変化をテコに，特に父親の意識が大きく変ってきたと考えられる」と分析している。
19）鎮目恭夫著「女に育児はまかせられない」（実業の日本社〉，男の子育てを考える会編「男と子育て」
一59一
　（現代書館）
20）　ご存知，杉良太郎の公演が男っぽさとやさしさを兼ねそなえているということで，女性特に30代以上
　の女性に大モテだという。
21）22）読売新聞「子どもたちは今…一・」1972年2月7日，8日。
23）　メドニック著「学習」（八木晃訳，岩波書店）
24）たとえば次のような動物による実験結果もある（「行動科学事典」誠信書房）。
消去に及ぼす負の強化の効果＊
200
　150?
』?? 100，。（“；x°
2〔〕　　4｛｝　　6〔｝　　80　　100　　　　　　20　　4⇔　　6〔〕　　80　　100
　　　　　　　　時　間（分）
　＊2本の曲線はそれぞれ4匹ずつのいずれも同一の実験歴をもったネズ
ミのグループから得られたものである。最初の10分間の消去期間では一
方のグループでなされた反応に対して平手打ちがなされた。反応の割合は
しばらくの間抑圧されているが結局は完全に回復している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Skinner，1938）
25＞　朝日新聞「家庭」
26）29）30）朝日新聞，論壇「家庭内暴力を考える」
27）　しかし教師の突発的な暴力事件は続発していると，やはりいうべきだろう。たとえば，1979年10月
　15，16日の朝日，読売新聞をみても，千葉県八千代市立中学校で男生徒が，大阪府豊中市立中学校と，
　青森県弘前市の県立高校では女生徒が，いずれも教師からさ細なことから暴行され，おまけに東京では
　私立高校の教師が酒を飲んで駅ホームで模造刀を振り回し，乗客にケガさせて逮捕された記事がともに
　派手に報道されている。
28）たとえばMarie　B◎rland「Violence　in　the　Family」（Manchester　University　Press，1976）参照。
31）　たとえば私が1979年たまたまたちよったミシガン大学構内ともいうべきところにあるBorders　Book
　Shopにも，人間の家庭の歴史からはじまって「Explaining　DivQrce　to　Children」「Living　through
　Divorce」　「The　melancholy　mariage」「The　two　carreer　couple」とか，「Creat至ve　Divorce」とか，更
　には「二人でいっしょに生きる方法」とか「再び愛する方法」などの「how　to」ものまでおびただしい
　数にのぽっているのに驚かされた。なお日本人のものには，たとえば桐島洋子著「淋しいアメリカ人」
　等がある。
32）　赤旗「教育を考える　　現代父親論」同上。
33）特に朝日新聞「子どもたちの復讐」1），2），3），1979年2月21日，24日，3月3日。
34）　たとえば沢田慶輔編「教育心理学」（東京大学出版会）p．97参照。詳しくは，レヴイン著「社会科学
　における場の理論」（猪股佐登留訳，誠信書房）参照。
35）職業高校生のやりばのない気持ちについては，「いい先生がいることと，生徒がどうしょうもない気持
　ちを抱いていることとは別問題だった」という，学園紛争時のある工業高校卒業生の述懐もある。（朝日
　新聞特集「いま学校で」1978年6月3日）
36）たとえば1979年10月5日八王子市立四谷中学校で，暴力事件が起こり，新聞は「暴力中学生で校内
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　マヒ」などと派手に報道した（読売新聞）。担任教師にツバし，校長を絞め上げ，
　うち5人は逃走し，野宿して奥多摩の方をウロウロしたうえで補導されている。
37）38）
　とえば次のものをみられたし。朝日新聞「陰湿」，
　「今の子どもの“いじめ方”の凄さ」1979年9月28日号。
39）イギリスでも，
　するために，
けった3年生10人の
1979年1月19日と9月8日に東京と埼玉の中学で2人の少年が自殺した事件。くわしくは，た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じわじわと“小暴力”1979年2月15日。週刊朝日
　　　　　　　　　1944年の教育法制定以来最近まで11歳で三つの型の違う中学校に児童をふるい分け
　　　　　　悪名高きいわゆるイレヴン・プラス試験が極めて厳格に行われていた。そのために小学生
　の間に神経症が広く深く浸透していたという証言もある。（ロビン・ペドレ著「コンプレヘンシヴスクー
　ル」拙訳・明治図書）一方高校野球東京都予選で旗色の悪くなった名門麻布高校応援団が相手校にとば
　した「バーカ，オチコボレ」の合唱は，新聞紙上でもかなりの議論をよんだ。が，このようなヤジはそ
　の後もっと陰湿な形で他の名門校からも，他の競技でも旗色が悪くなると日常茶飯に発しられるように
　なっているとも聞く。
40）朝日新聞「中年の自殺ヤング抜く」1979年8月22日。
41）1979年10月11日夜，小学校4年生の少女が，遊び友達の下級生の2年生の少女を東京のマンション
　の屋上からつき落とした事件は，教育関係者や親たちに大きな衝撃を与えた。（なお前年10月には，福島
　県で「バカ」とののしられた6年生が1年生を仕返しに突き落とした事件があって，たいへんなショッ
　クを与えている。また79年4月28日には北海道で中学3年生の少女が同級生を校内でナイフで刺殺し
　てショックを与えたばかりであった）。更に2日まえの10月9日には，中学3年の少女が成績が学年1番
　から8番に落ちたことを苦にして，東京のビルから飛び降り自殺している。またその4日前には前述の
　ように八王子の中学校で教員への暴行事件が起って，職員会議の結果，遂に警察ザタにすることを決定
　している。更に10月15，16日の教師による暴行事件の続発については前述したが，親子心中事件未遂
　事件等も起り，この小論の冒頭でとりあげたように，79年初頭に劣らず，たとえば79年10月もまた更
　にわが国の子どもにとっては，その前途に暗い影を投げかける月になっていた。
42）拙稿「青年にとつてのイデオロギー」青年心理18号（金子書房）参照。
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